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1. 平成30年3月期の連結業績（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期 8,910 6.6 138 △23.0 178 △20.5 117 △25.1

29年3月期 8,359 △1.3 179 △31.2 224 △28.3 157 △2.1

（注）包括利益 30年3月期　　230百万円 （△29.9％） 29年3月期　　327百万円 （538.1％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年3月期 38.05 ― 3.5 2.3 1.5

29年3月期 50.23 ― 5.0 3.2 2.1

（参考） 持分法投資損益 30年3月期 6百万円 29年3月期 10百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期 7,870 3,506 44.3 1,131.99

29年3月期 7,350 3,298 44.7 1,065.03

（参考） 自己資本 30年3月期 3,488百万円 29年3月期 3,282百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

30年3月期 632 △520 △59 1,165

29年3月期 450 △519 229 1,112

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年3月期 ― 0.00 ― 7.00 7.00 22 13.9 0.7

30年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00 15 13.1 0.5

31年3月期(予想) ― 0.00 ― 5.00 5.00 19.3

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 4,455 13.4 40 25.0 60 27.7 40 42.9 12.98

通期 9,020 1.2 95 △31.2 125 △29.8 80 △31.6 25.96



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期 3,200,000 株 29年3月期 3,200,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期 118,430 株 29年3月期 118,369 株

③ 期中平均株式数 30年3月期 3,081,613 株 29年3月期 3,116,699 株

（参考）個別業績の概要

1. 平成30年3月期の個別業績（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期 5,888 3.7 59 △51.1 87 △39.7 56 △45.3

29年3月期 5,680 △1.1 120 △35.7 144 △31.4 103 17.4

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

30年3月期 18.22 ―

29年3月期 32.91 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期 6,617 2,818 42.6 913.06

29年3月期 6,215 2,677 43.1 867.36

（参考） 自己資本 30年3月期 2,818百万円 29年3月期 2,677百万円

2. 平成31年 3月期の個別業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,905 1.7 15 △64.3 30 △49.2 20 △48.7 6.48

通期 5,915 0.5 50 △15.3 70 △19.5 45 △19.6 14.58

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　上記の予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありま
せん。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況 

(１) 当期の経営成績の概況 

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府の経済対策や日銀による金融緩和策などを背景に、企業収益や

個人消費等に改善が見られ、緩やかな景気回復基調で推移いたしました。しかしながら、中東情勢や北朝鮮問

題などの地政学リスクの高まりや米国の保護主義政策など、世界経済に与える影響につきましては、依然不透

明な状況が続いております。 

物流業界におきましては、国内貨物輸送量の回復が見られたものの、ドライバーの雇用情勢に改善は見られ

ず、引き続き厳しい経営環境下にあります。 

このような状況下、当社グループにおきましては、営業力強化、配送の効率化、人材確保等様々な経営努力

を続けてまいりました。 

貨物自動車運送事業における石油配送数量の減少、倉庫事業における主要荷主の取扱量の減少、港湾運送及

び通関事業における主要荷主の取扱量の減少、タンク洗滌・修理事業における当連結会計年度に新規受注した

工事件数が少なかった事による減収等もありましたが、石油販売における販売数量の増加及び販売平均単価の

上昇、ドラム缶等販売における販売数量及び配送数量の増加、貨物自動車運送事業における化学品配送数量の

増加等により、売上高は8,910百万円と前連結会計年度と比べ551百万円(6.6%)の増収となりました。 

次に損益面につきましては、浮島危険物倉庫移転に伴う倉庫賃借料の削減効果もありましたが、原油価格上

昇による燃料費の増加、車両代替計画に伴う車両償却費の増加、浮島危険物倉庫新設に伴う償却費の増加等に

より、営業利益は138百万円と前連結会計年度と比べ41百万円(△23.0%)の減益となり、経常利益は178百万

円と前連結会計年度と比べ46百万円(△20.5%)の減益となりました。 

なお、親会社株主に帰属する当期純利益は特別利益等の減少により 117 百万円と前連結会計年度と比べ 39

百万円(△25.1%)の減益となりました。 

 

なお、セグメント別の業績は次のとおりであります。 

(イ) 石油・ドラム缶等販売事業 

石油販売においては、販売数量の増加及び販売平均単価の上昇による増収、ドラム缶等販売においては、

販売数量及び配送数量の増加により増収となりました。結果として、売上高は3,875百万円と前連結会計年

度と比べ549百万円(16.5%)の増収となり、セグメント利益(営業利益)は69百万円と前連結会計年度と比べ

６百万円(9.6%)の増益となりました。 

 (ロ) 貨物自動車運送事業 

石油輸送は期末付近の運賃改定による増加があったものの、配送数量の減少により減収、化学品輸送は新

規及びスポット配送の受注による配送数量の増加等により増収となりました。また、車両代替計画に伴う車

両償却費の増加に加え、原油価格上昇による燃料費の増加等もありましたが、効率的な配送に努め、結果と

して、売上高は 3,384 百万円と前連結会計年度と比べ 139 百万円(4.3%)の増収となり、セグメント利益(営

業利益)は312百万円と前連結会計年度と比べ８百万円(2.6%)の増益となりました。 

(ハ) 港湾運送及び通関事業 

輸入取扱量の増加もありましたが、円高定着の影響による主要荷主の輸出取扱量の減少により減収となり、

結果として、売上高は 410 百万円と前連結会計年度と比べ 17 百万円(△4.1%)の減収となり、セグメント利

益(営業利益)は33百万円と前連結会計年度と比べ７百万円(△16.5%)の減益となりました。 

 (ニ) 倉庫事業 

新設した浮島危険物倉庫の保管占有率は当期末において 94.3%と高い占有率を保っており順調に推移して

おりますが、構内荷役作業の減少や浜川崎倉庫における取扱量の減少により減収となりました。また、浮島

危険物倉庫新設に伴う償却費の増加等により、結果として、売上高は419百万円と前連結会計年度と比べ36

百万円(△8.0%)の減収となり、セグメント利益(営業利益)は46百万円と前連結会計年度と比べ10百万円(△

17.8%)の減益となりました。 
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 (ホ) タンク洗滌・修理事業 

前連結会計年度に受注した大規模工事は完了したものの、新規工事受注件数は減少した事により、結果と

して、売上高は821百万円と前連結会計年度と比べ83百万円(△9.2%)の減収となり、セグメント利益(営業

利益)は62百万円と前連結会計年度と比べ５百万円(7.9%)の増益となりました。 

 

 

 (２) 当期の財政状態の概況 

 (イ) 資産 

流動資産は前連結会計年度末に比べ16百万円増加し、3,033百万円となりました。これは主に、タンク洗

滌・修理事業の未成工事の減少により半成工事が69百万円減少したものの、現金及び預金が53百万円、受

取手形及び売掛金が34百万円増加したことによるものであります。 

固定資産は前連結会計年度末に比べ504百万円増加し、4,838百万円となりました。これは主に、京浜支

店浜川崎倉庫内の土地取得により土地が313百万円、保有株式の時価評価価額が上昇したことにより投資有

価証券が181百万円増加したことによるものであります。 

 (ロ) 負債 

流動負債は前連結会計年度末に比べ164百万円増加し、2,436百万円となりました。これは主に、人件費

増による未払費用が39百万円、浜川崎倉庫土地購入に伴う１年以内返済予定の長期借入金が31百万円増加

したことによるものであります。 

固定負債は前連結会計年度末に比べ148百万円増加し、1,928百万円となりました。これは主に、リース

債務が50 百万円、浜川崎倉庫土地購入に伴う長期借入金が42 百万円、退職給付に係る負債が39 百万円増

加したことによるものであります。 

 (ハ) 純資産 

純資産は前連結会計年度末に比べ208百万円増加し、3,506百万円となりました。これは主に、保有株式

の時価評価額が上昇した事によりその他有価証券評価差額金が118百万円、親会社株主に帰属する当期純利

益の増加等により利益剰余金が117百万円増加した事によるものであります。 

 

 

 (３) 当期のキャッシュ・フローの概況 

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ 53

百万円増加し、当連結会計年度末には1,165百万円となりました。 

当連結会計年度に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

 

 (イ) 営業活動によるキャッシュ・フロー 

当連結会計年度における営業活動により得られた資金は632百万円（前連結会計年度は450百万円の獲得）

となりました。前連結会計年度からの主な変動は、売上債権及びたな卸資産の減少額によるものであります。 

(ロ) 投資活動によるキャッシュ・フロー 

当連結会計年度における投資活動により使用した資金は520百万円（前連結会計年度は519百万円の使用）

となりました。前連結会計年度からの主な変動は、投資有価証券の売却による収入の減少によるものであり

ます。 

(ハ) 財務活動によるキャッシュ・フロー 

当連結会計年度における財務活動により使用した資金は59百万円（前連結会計年度は229百万円の獲得）

となりました。前連結会計年度からの主な変動は、長期借入金による収入の減少によるものであります。 
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 (４) 今後の見通し 

今後の当社を取巻く環境は、働き方改革対応の為の人件費の増加、営業車両代替による設備投資の増大等、

引き続き厳しい経営環境が予想されますが、当社グループといたしましては、営業部門強化による新規顧客

や既存荷主の新規取扱商品の獲得による売上増大に努め、車両の効率化及び適正化を図り、併せて従業員の

教育制度の充実など、人材育成を図り、更なる安全対策の徹底等により、通期の売上高 90 億２千万円、営

業利益95百万円、経常利益125百万円、親会社株主に帰属する当期純利益80百万円を見込んでおります。 

 

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

  当社グループは、国際的な事業展開を行っておらず、当面は日本基準を採用することとしております。 

なお、将来のＩＦＲＳ適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。 
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(５)連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

 

（セグメント情報） 

①報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、社内業績管理単位である業種別の営業管理部門を置き、各営業管理部門は取り扱う製品及び労務提

供についての包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。よって、当社は営業管理部門を基礎とし

た業種別セグメントから構成されており、「石油・ドラム缶等販売事業」、「貨物自動車運送事業」、「港湾運送及

び通関事業」及び「倉庫事業」並びに「タンク洗滌・修理事業」の5つを報告セグメントとしております。 

「石油・ドラム缶等販売事業」は、石油製品、各種ドラム缶及びその他商品等を販売し、これら販売におけ

る配送業務を行っております。「貨物自動車運送事業」は、石油類・化学製品類の液体輸送他の貨物運送事業及

び自動車運送取扱事業を行い、また、これら事業の関連施設における構内作業を行っております。「港湾運送及

び通関事業」は、港湾貨物の搬出入、荷捌、保管及び輸出入貨物の通関業務を行っております。「倉庫事業」は、

物品の倉庫保管、保管貨物の運送及び入出庫にかかる諸作業を行い、また、これら事業の関連施設における構

内作業を行っております。「タンク洗滌・修理事業」は、石油・化学製品の貯蔵タンクの洗滌及び修理事業等を

行っております。 

 

②報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方

法と概ね同一であります。 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。また、セグメント間の内部収益及び振替高は

市場実勢価格に基づいております。 
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③報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度(自 平成28年4月1日 至 平成29年3月31日) 

（単位：千円） 

 

報告セグメント 

合計 
石油・ドラム缶等

販売事業 
貨物自動車 
運送事業 

港湾運送及び
通関事業 

倉庫事業 
タンク洗滌・ 
修理事業 

 売上高   

(1)外部顧客に対する売上高 3,326,109 3,245,385 427,727 455,648 903,961 8,358,830
(2)セグメント間の内部売上高 

又は振替高 186,002 7,283 ― 120 ― 193,405

計 3,512,111 3,252,668 427,727 455,768 903,961 8,552,235

セグメント利益 62,700 303,808 39,659 56,493 57,538 520,198

セグメント資産 833,335 2,578,348 214,884 880,426 696,212 5,203,205

その他の項目   

   

減価償却費 946 227,196 5,093 70,573 20,108 323,916

   

有形固定資産及び 
無形固定資産の増加額 265 187,555 ― 464,162 9,940 661,922

 

 

当連結会計年度（自 平成29年4月1日 至 平成30年3月31日） 

（単位：千円） 

 

報告セグメント 

合計 
石油・ドラム缶等

販売事業 
貨物自動車 
運送事業 

港湾運送及び
通関事業 

倉庫事業 
タンク洗滌・ 
修理事業 

 売上高   

(1)外部顧客に対する売上高 3,874,901 3,383,989 410,373 419,323 821,079 8,909,665
(2)セグメント間の内部売上高 

又は振替高 207,744 7,053 ― 120 1,070 215,987

計 4,082,645 3,391,042 410,373 419,443 822,149 9,125,652

セグメント利益 68,750 311,664 33,118 46,433 62,077 522,042

セグメント資産 981,299 2,656,109 303,602 1,036,970 696,174 5,674,154

その他の項目   

   

減価償却費 559 234,959 5,088 74,577 19,134 334,317

   

有形固定資産及び 
無形固定資産の増加額 ― 291,329 ― 317,303 12,165 620,797
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   ④報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円） 

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度 

報告セグメント計 8,552,235 9,125,652

セグメント間取引消去 △193,405 △215,987

連結財務諸表の売上高 8,358,830 8,909,665

 

（単位：千円） 

利益 前連結会計年度 当連結会計年度 

報告セグメント計 520,198 522,042

セグメント間取引消去 △18 18

全社費用（注） △341,509 △384,465

連結財務諸表の営業利益 178,671 137,595

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

（単位：千円） 

資産 前連結会計年度 当連結会計年度 

報告セグメント計 5,203,205 5,674,154

全社資産（注） 2,146,659 2,195,982

連結財務諸表の資産合計 7,349,864 7,870,136

 （注）全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る資産であります。 

 

（単位：千円） 

その他の項目 

報告セグメント計 その他 調整額 連結財務諸表計上額 

前連結 

会計年度

当連結 

会計年度 

前連結 

会計年度

当連結 

会計年度

前連結 

会計年度

当連結 

会計年度 

前連結 

会計年度 

当連結 

会計年度

減価償却費 323,916 334,317 － － 7,159 4,642 331,075 338,959

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
661,922 620,797 － － － 89,050 661,922 709,847

 （注）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、報告セグメントに帰属しない管理部門に係る設備投資

額であります。 

 

（１株当たり情報） 
 

前連結会計年度 

（自 平成28年4月01日） 

（至 平成29年3月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成29年4月01日） 

（至 平成30年3月31日） 

１株当たり純資産額 1,065円03銭  １株当たり純資産額 1,131円99銭  

１株当たり当期純利益金額 50円23銭  １株当たり当期純利益金額 38円05銭  

(注)１ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

２ １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 
 

 

前連結会計年度 

（自 平成28年4月 1日） 

（至 平成29年3月31日） 

当連結会計年度 

 （自 平成29年4月 1日）

 （至 平成30年3月31日）

１株当たり当期純利益金額 

親会社株主に帰属する 

当期純利益(千円) 
156,567 117,244

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(千円) 156,567 117,244

普通株式の期中平均株式数(株) 3,116,699 3,081,613
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（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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売上原価明細書 

 

 前事業年度 

（自 平成28年4月  1日） 

（至 平成29年3月 31日） 

当事業年度 

（自 平成29年4月  1日） 

（至 平成30年3月 31日） 

区分 金額(千円) 
構成比 

(％) 
金額(千円) 

構成比 

(％) 

商品仕入費 1,338,700 26.0 1,442,594 26.8

人件費 1,343,784 26.0 1,391,241 25.8

下払費 1,280,159 24.8 1,287,205 23.9

その他 1,198,718 23.2 1,266,765 23.5

当期売上原価 5,161,361 100.0 5,387,805 100.0
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(４) 個別財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 
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